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肝付町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例施行規則

　

（趣旨）
第ユ条

　

この規則は、肝付町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例（平成１７年肝付町条例第１６９号。以下「条例」とい

　

う。）の施行について必要な事項を定めるものとする。

　

（募集）
第２条

　

町長又は教育委員会（以下「町長等」という。）は、条例第２条に規定する指定管理者の公募においては、町役場及び総合支

　

所の掲示板へ掲示し、並びに町の広報紙等へ掲載するものとする。

　

（指定管理者の指定の申請）
第３条

　

条例第３条に規定する指定管理者の指定を受けようとする者は、指定申請書（様式第１号）により、町長等に次に掲げる書類

　

を添えて申請しなければならない。

　

（１） 法人にあっては、当該法人の登記事項証明書及び定款又は寄附行為の写し（法人以外の団体にあっては、会則等）

　

（２） 当該団体の前事業年度の収支（損益）計算書又はこれらに相当する書類

　

（３） 当該団体の前事業年度の貸借対照表及び財産目録

　

（４） 当該団体の事業報告書を作成している場合は、当該報告書

　

（５） 当該団体の役員名簿及び組織に関する事項について記載した書類又はこれらに相当する書類

　

（６） その他の町長等が必要と認める書類
２

　

条例第３条第１号の事業計画書は様式第２号に、同条第２号の収支計画書は様式第３号によるものとする。

　

（審査委員会の設置）
第４条

　

指定管理者の選定、業務報告の聴取及び指定の取消し等の処理を公平かつ適正に行うため、肝付町公の施設の指定管理者審

　

査委員会（以下「審査委員会」という。）を設置する。
２

　

町長等は、前項に規定する指定管理者の選定、業務報告の聴取及び指定の取消し等に関することについて、審査委員会の意見を

　

聴くものとする。

　

（審査委員会の組織）
第５条

　

審査委員会は、１５人以内の委員をもって組織する。
２

　

委員は、次に掲げる者とする。

　

（１） 副町長、総合支所長、総務課長、教委総務課長、企画調整課長

　

（２） 町長より委嘱された議会代表２人

　

（３） 町長より委嘱された２人以上の民間有識者
３

　

議会代表２人、２人以上の民間有識者として委嘱された委員の任期は、２年以内とする。ただし、再任を妨げない。

　

（委員長）
第６条

　

委員長は、副町長をもって充てる。
２

　

委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。
３

　

副委員長は、総務課長をもって充てる。
４

　

副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。

　

（会議）
第７条

　

審査委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。
２

　

審査委員会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ開〈ことができない。

　

（会議の非公開）
第８条

　

会議は、公開しないものとする。

　

（関係職員等の出席）
第９条

　

委員長は、必要があると認めるときは、関係職員等の出席を求め、その意見又は説明を聴くことができる。

　

（守秘義務）
第１０条

　

委員は、この審査委員会で知り得た秘密を他に漏らしてはならない。また、その職を退いた後も同様とする。

　

（事務局）
第１１条

　

審査委員会の事務は、総務課が担当する。

　

（補則）



第１２条

　

この規則に定めるもののほか必要な事項は、町長が別に定める。

　

附

　

則

　

この規則は、公布の日から施行する。

　　

附

　

則（平成１９年３月２８日規則第３号抄）

　

（施行期日）
１

　

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。

　　

附

　

則（平成２３年４月１日規則第１６号）

　

この規則は、平成２３年４月１日から施行する。

　　

附

　

則（平成２４年６月２２日規則第７号）

　

この規則は、公布の日から施行する。

　　

附

　

則（平成２５年５月２３日規則第１１号）

　

この規則は、公布の日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。

　　

附

　

則（平成３０年１１月１日規則第１３号）

　

この規則は、公布の日から施行する。
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